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頁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
考
え
る

︱
理
事
長
ご
挨
拶
に
か
え
て
︱

前
田
專
學 

理
事
長

　

中
国
の
武
漢
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
徐
々
に
拡
散
し
て
世
界
中
に
蔓
延
し
ま
し
た
。
東
京

も
二
月
に
入
っ
て
感
染
者
数
が
次
第
に
増
え
、
外
出
の

自
粛
、
密
閉
・
密
集
・
密
接
を
避
け
、
特
に
老
人
、
既

往
症
の
あ
る
も
の
の
外
出
を
極
力
控
え
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
影
響
は
（
公
財
）
中
村
元
東
方
研
究
所
と
東
方
学
院
に
も
及
び
ま
し
た
。
最

初
に
影
響
を
受
け
た
の
は
二
月
十
七
日
に
予
定
し
て
い
た
新
春
研
究
発
表
会
で
し

た
。
お
約
束
頂
い
た
講
師
の
先
生
に
お
断
り
の
連
絡
を
し
、
講
演
会
の
後
に
予
定
し

て
い
た
懇
親
会
も
多
額
の
違
約
金
を
払
っ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
の
止
む
な
き
に
至
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
も
感
染
者
の
数
が
増
え
続
け
、
つ
い
に
安
倍
首
相
が
二
月
二
七
日
全
国
す

べ
て
の
小
中
高
校
と
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
、
三
月
二
日
か
ら
春
休
み
に
入
る
ま

で
臨
時
休
校
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
よ
う
な
情
勢
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
四
月
七
日

安
倍
首
相
は
改
正
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
初
の
緊
急

事
態
宣
言
を
発
令
し
ま
し
た
。
東
方
学
院
で
は
例
年
行
わ
れ
て
い
る
講
師
の
先
生
方

の
講
師
懇
談
会
も
キ
ャ
ン
セ
ル
し
静
観
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
四
月
に
な
っ
て
も
感
染
者
の
数
は
さ
ら
に
増
え
続
け
、
四
月
二
六
日
頃
に

は
感
染
者
の
数
は
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
次
第
に
感
染
者
の
数
も
減
り

始
め
、
安
倍
首
相
の
緊
急
事
態
宣
言
の
全
面
解
除
が
五
月
二
五
日
に
行
わ
れ
、
罰
則

を
伴
う
強
制
的
な
外
出
規
制
な
ど
を
行
い
得
な
い
日
本
な
ら
で
は
の
や
り
方
で
、
僅

か
一
个
月
半
で
ほ
ぼ
収
束
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
事
を
誇
ら
し
げ
に
語
り
ま
し
た
。

　

東
方
学
院
は
四
月
三
〇
日
に
、
五
月
一
杯
は
休
講
と
し
六
月
一
日
か
ら
の
開
講
を

決
め
、
各
講
師
と
各
研
究
会
員
に
連
絡
を
差
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
若
干
の
講
師

の
方
々
か
ら
異
論
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
種
々
検
討
を
重
ね
た
結
果
五
月
一
二
日
、

三
密
を
避
け
ら
れ
な
い
教
室
の
現
状
を
見
る
と
き
、
今
年
度
の
全
講
義
を
休
講
に
す

る
こ
と
に
決
し
、
全
講
師
と
全
研
究
会
員
に
通
知
い
た
し
ま
し
た
。
創
立
以
来
初
め

て
の
大
事
件
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
は
当
分
避
け
ら
れ
な
い
現
状
と
、
ま
た
急
に
は
変
更
で
き

な
い
教
室
の
狭
さ
の
事
を
考
え
る
と
、
来
年
度
の
東
方
学
院
は
、
現
在
各
大
学
で
採

用
し
て
い
るZO

O
M

と
い
う
会
議
用
の
道
具
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
必
須

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
使
え
な
い
方
を
ど
う
す
る
か
も
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
な
ら
ど
う
さ
れ
ま
す
か
、

あ
る
い
は
ど
う
さ
れ
た
い
か
、
ご
意
見
や
ご
希
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
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新
　
評
　
議
　
員
　
ご
　
紹
　
介

　

評
議
員
就
任
の

　
　
　
　

ご
挨
拶
に
か
え
て

林 

康
夫 

評
議
員

　

こ
の
度
、
中
村
元
先
生

の
創
設
さ
れ
た
「
東
方
研

究
所
」
の
評
議
員
を
仰
せ

つ
か
り
、
浅
学
菲
才
の
身

で
あ
る
ゆ
え
に
誠
に
恐
縮

し
て
お
り
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な　

権
威
と
伝
統
の
あ
る
組
織
の
評
議

員
が
私
ご
と
き
に
務
ま
る
の
か
大
き
な
不
安
は
あ
り

ま
す
が
、
精
い
っ
ぱ
い
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
最
近
私
は
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
と
チ
ベ

ッ
ト
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ン
ド
で

は
、
ル
ン
ビ
ニ
の
「
ア
シ
ョ
カ
王
の
石
碑
」
仏
陀
の

母
が
祭
ら
れ
て
い
る
「
マ
ヤ
・
デ
ヴ
ィ
寺
院
」
を
見

学
後
、
仏
舎
利
が
発
掘
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
ピ
プ
ラ

ハ
ワ
を
訪
問
、
そ
の
後
ク
シ
ュ
ナ
ガ
ル
に
向
か
い
釈

尊
の
涅
槃
像
の
あ
る
大
涅
槃
寺
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
行
程
は
数
時
間
を
超
え
る
大
変
な
バ
ス
の
旅
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
驚
い
た
こ
と
に
ル
ン
ビ
ニ
か
ら

ク
シ
ュ
ナ
ガ
ル
の
距
離
は
玄
奘
が
十
六
年
間
に
徒
歩

で
歩
い
た
距
離
の
一
％
に
も
は
る
か
満
た
な
い
も
の

だ
っ
た
の
で
す
。
危
険
を
冒
し
な
が
ら
長
い
距
離
を

徒
歩
で
歩
い
た
玄
奘
の
行
動
は
、
イ
ン
ド
か
ら
経
典

を
持
ち
帰
る
と
の
純
粋
な
動
機
と
燃
え
る
よ
う
な
情

熱
な
し
で
は
決
し
て
実
現
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ろ

う
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

チ
ベ
ッ
ト
で
は
高
山
病
に
苦
し
み
ま
し
た
が
、
ポ

タ
ラ
宮
を
は
じ
め
、
ネ
パ
ー
ル
と
唐
か
ら
降
嫁
し
た

二
人
の
妃
の
建
立
し
た
ラ
モ
チ
ェ
寺
、
ト
ゥ
ル
ナ
ン

寺
な
ど
チ
ベ
ッ
ト
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
寺
院
を
訪
問
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
チ
ベ

ッ
ト
に
関
し
て
は
明
治
以
来
こ
の
地
を
目
指
し
た
日

本
人
一
〇
人
の
話
が
江
本
嘉
伸
の
「
西
蔵
漂
泊
」
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
目
的
が
あ
っ
た
人
た

ち
で
す
が
、そ
の
半
数
は
、仏
教
の
修
行
や
経
典
（
大

蔵
経
）
の
入
手
が
目
的
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
イ

ン
ド
で
入
手
し
た
経
典
は
全
て

玄
奘
三
蔵
を
中
心
に
漢
語
に
翻

訳
さ
れ
、
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト
で

も
す
べ
て
チ
ベ
ッ
ト
語
に
翻
訳

さ
れ
た
と
の
こ
と
。
最
澄
や
空

海
等
日
本
の
僧
に
託
さ
れ
た
仏

教
の
教
え
と
そ
の
経
典
が
日
本

に
持
ち
返
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
日
本
語
訳
が
な
い
と
い
う

の
は
い
か
に
も
寂
し
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

はやし　やすお

1942 年神奈川県生まれ。東京大学法学部卒業。
1966 年通商産業省（現経済産業省）入省。基礎産業局長、
通商政策局長、中小企業庁長官を歴任。
退官後、三井物産代表取締役常務取締役、副社長執行役
員兼欧州三井物産社長、同社顧問、日本貿易振興機構理
事長を経て、2011 年同機構顧問、現在に至る。
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前田專學編　『原始仏典Ⅲ 増支部経典  第八巻』
原始仏教の世界を平明な訳文で記す、『原始仏典』Ⅰ・Ⅱにつづく決定版。

『パーリ語三蔵』の「経蔵」に収められている原始仏教経典、『長部経典』『中部経典』『相
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イ
ン
ド
の
人
々
に
学
ん
で

竹
中
千
春 

評
議
員

　

こ
の
た
び
評
議
員
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
竹
中
千

春
で
す
。
国
際
政
治
の
授

業
を
教
え
な
が
ら
、
イ
ン

ド
の
歴
史
と
政
治
を
研
究

し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
、
マ
ハ
ー
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
で
し
た
。
非
暴
力

を
旗
印
に
サ
ッ
テ
ィ
ヤ
ー
グ
ラ
ハ
を
実
践
し
、
民
衆

を
率
い
て
母
国
の
独
立
を
め
ざ
し
た
人
。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
や
安
保
闘
争
の
時
代
に
「
戦
争
を
知
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
」と
し
て
育
っ
た
私
に
は
、「
平
和
へ
の
鍵
」

が
イ
ン
ド
で
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待

が
あ
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
政
府
奨
学
金
を
い
た
だ
い
て
デ
リ
ー
大
学

に
留
学
し
た
の
は
、
一
九
八
〇-

八
一
年
イ
ン
デ
ィ

ラ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
政
権
の
と
き
で
す
。
法
学
部
で
学

ん
だ
だ
け
で
、
中
村
先
生
の
ご
業
績
は
も
ち
ろ
ん
日

本
の
豊
か
な
イ
ン
ド
学
を
学
ば
な
い
ま
ま
現
地
に
飛

び
込
み
ま
し
た
。
無
知
ゆ
え
に
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
理

想
と
か
け
離
れ
た
現
実
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
の
が
、

最
初
の
イ
ン
ド
経
験
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
四
〇
年
近
く
が
経
ち
ま
し
た
。
イ
ン
ド

各
地
を
訪
ね
、
人
々
に
出
会
い
、
友
人
に
も
恵
ま
れ

ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
イ
ン
ド
の
人
々
か
ら
、
人
と

し
て
生
き
る
た
め
の
知
恵
と
勇
気
を
教
わ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
貧
困
・
差
別
・
暴
力
な
ど
の
苦
境
に
も
諦

め
ず
、
知
恵
を
学
び
、
仲
間
と
と
も
に
戦
う
姿
勢
で

す
。

　

大
学
の
研
究
室
に
、
盗
賊
の
女
王
と
呼
ば
れ
た
プ

ー
ラ
ン
・
デ
ー
ヴ
ィ
ー
に
も
ら
っ
た
仏
像
が
あ
り
ま

す
。
国
会
議
員
と
な
っ
た
彼
女
は
、
ア
ン
ベ
ド
カ
ル

の
平
等
思
想
や
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
も
盗
賊
に

武
器
を
置
か
せ
た
逸
話
が
あ
り
ま
す
が
、
中
村
先
生

の
『
ブ
ッ
ダ
伝
』
や
『
ブ
ッ
ダ
の
人
と
思
想
』
に
は
、

ブ
ッ
ダ
と
大
盗
賊
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
対
話
と
、
帰

依
し
た
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
が
正
し
く
生
き
よ
う
と
し

た
様
子
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
中
村
先

生
の
文
章
を
読
み
な
が
ら
、
人
と
し
て
の
目
覚
め
こ

そ
が
「
平
和
へ
の
鍵
」
に
他
な
ら
な
い
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。

　

あ
り
が
た
い
ご
縁
で
公
益
財
団
法
人
中
村
元
東
方

研
究
所
の
お
仕
事
に
繋
が
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
す
。
微
力
で
す

が
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば

幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご

指
導
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

たけなか　ちはる

1957 年生まれ。東京大学法学部卒業。立教大学法学部
教授。
日印協会理事、国際文化会館評議員、日本平和学会会長。

『盗賊のインド史』（2010）、『ガンディー－平和を紡ぐ
人』（2018）

新　　刊　　案　　内　
釈悟震著　『人類の共生と平和の尊びを求めて
　　　―寛容に生きるスリランカ宗教の超克思想を考える―』
日本であまり知られていないスリランカ仏教について「寛容」と「共生」の視点からまと
めた、一般の方向けの研究論集。仏教とキリスト教の世紀的大教義論争「パーナドゥラー
論争」、スリランカの NGO 活動・サルボーダヤ（Sarvodaya）運動、森林道場アーランニャ

（阿蘭若）行者の実相、原始仏典から導かれる「業と宿業」をのりこえられる叡智、そして、
日本とスリランカの架け橋・ジャヤワルデネ大統領演説に関する全７章が納められている。
世界の人々に向けた「人類の共生と平和の尊び」という中村元博士の深層心理を拝借しつ
つ著者畢生のメッセージが込められた論集。
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令
和
２
年
度
芳
名
録　
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

本
年
度
も
多
く
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
芳
名
を
記
し
ま
す
。

※
令
和
２
年
９
月
11
日
受
領
分
ま
で
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

維
持
会
員

一
心
寺　

石
上
和
敬　

宇
杉
真　

小
笠
原
勝
治　

川
﨑
信
定　

川
崎
大
師
平
間
寺　

齋
藤
敬　

株
式
会
社
山
陰
中
央
新
報
社　

史
跡
足
利
学

校
事
務
所　

清
水
谷
善
圭　

釈
悟
震　

株
式
会
社
春
秋
社　

淳
心
会
（
日
野
紹
運
）　

末
廣
照
純　

浅
草
寺　

髙
﨑
宏
子　

髙
橋
堯
英　

高
松

孝
行　

中
央
学
術
研
究
所　

千
綿
道
人　

津
田
眞
一　

公
益
財
団
法
人
東
洋
哲
学
研
究
所　

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社　

中
田
直
道　

成
田

山
新
勝
寺　

日
本
ヨ
ー
ガ
禅
道
院　

念
法
眞
教
金
剛
寺
（
桶
屋
良
祐
）　

羽
矢
辰
夫　

比
良
佳
代
子　

公
益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会　

法

清
寺
（
奈
良
修
一
）　

前
田
專
學　

前
田
式
子　

水
野
善
文　

三
友
健
容　

学
校
法
人
武
蔵
野
大
学　

薬
王
院　

吉
田
宏
晢　

渡
邊
信
之

賛
助
会
員

阿
部
敦
子　

粟
野
芳
夫　

石
井
勝
彦　

入
井
善
樹　

石
上
智
康　

臼
井
ふ
じ
子　

遠
藤
康　

大
井
玄　

太
田
正
孝　

大
谷
光
真　

小
笠
原
隆

元　

川
崎
寿
子　

桂
紹
隆　

菅
野
博
史　

北
村
彰
宏　

木
村
清
孝　

倉
田
治
夫　

黒
田
大
雲　

桂
徳
院
（
山
本
文
渓
）　

小
林
正
和　

小
林

守　

小
林
和
子　

小
峰
啓
誉　

小
峰
立
丸　

小
山
典
勇　

金
剛
院
（
山
田
一
眞
）　

公
益
社
団
法
人
在
家
仏
教
協
会　

斎
藤
明　

佐
久
間
秀
範　

佐
久
間
留
理
子　

櫻
井
瑞
彦　

桜
井
俊
彦　

佐
藤
行
教　

下
田
勇
人　

真
観
寺
（
中
村
重
継
）　

新
本
均　

末
木
文
美
士　

須
佐
知
行　

鈴

木
忠
一　

関
戸
尭
海　

高
橋
審
也　

田
上
太
秀　

武
田
浩
学　

立
花
ひ
ろ
子　

田
丸
淑
子　

千
葉
よ
し
子　

角
田
泰
隆　

鶴
谷
志
磨
子　

株

式
会
社
展
勝
地　

天
寧
寺
（
永
江
雅
邦
）　

洞
雲
寺　

當
間
哲
也　

德
田
勝
洋　

中
谷
信
一　

中
村
久
夫　

中
村
行
明　

西
尾
秀
生　

西
岡

祖
秀　

西
川
髙
史　

西
宮
寛　

日
本
ヨ
ー
ガ
学
会　

長
谷
川
恵
子　

畠
中
光
享　

花
岡
秀
哉　

一
月
正
人　

平
井
恭
子　

福
重
利
夫　

福
留

順
子　

福
原
正
直　

身
延
別
院
（
藤
井
教
公
）　

藤
井
知
興　

藤
田
宏
達　

法
恩
寺
（
藤
原
敏
文
）　

寳
幢
院
（
原
隆
政
）　

保
坂
俊
司　

堀

江
順
司　

松
浦
和
也　

松
原
光
法　

松
本
知
巳　

的
場
裕
子　

三
木
保　

水
谷
俊
一　

宗
教
法
人
密
蔵
院
（
山
口
正
純
）　

三
友
量
順　

宮

元
啓
一　

森
祖
道　

矢
島
浩
志　

矢
島
道
彦　

山
口
泰
司

ご
寄
付

川
﨑
信
定　

石
崎
直
樹　

落
合
大
祐　

木
村
正
子　

肥
沼
田
鶴
子　

小
林
和
子　

佐
藤
恭
子　

清
水
谷
善
圭　

釈
悟
震　

田
中
康
子　

千
綿

道
人　

中
田
直
道　

二
宮
庸
子　

比
良
竜
虎　

深
澤
哲
也　

福
重
利
夫　

福
原
正
直　

丸
井
浩　

御
園
生
妙
子　

宮
本
耕
一　

宗
像
利
幸

東
方
学
院
創
立
50
周
年
記
念
事
業
ご
寄
付

石
上
善
應　

石
上
源
應

多
く
の
方
々
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
公
益
財
団
法
人
中
村
元
東
方
研
究
所
は
来
た
る
２
０
２
０
年
11
月
、
東
方
学
院
は
２
０
２
３
年
４
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
創
立
50
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
来
た
る
２
０
２
３
年
度
に
東
方
研
究
所
／
東
方
学
院
の
50
周
年
を
併
せ
た
記
念
誌
の
刊
行
お
よ

び
記
念
行
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
他
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
め
ぐ
る
難
儀
の
世
相
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
厳
し
い
状
況
を
余
儀
な
く
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
と
拝
察
し
、
同
実
行
委
員
会
で
は
当
該
行
事
の
た
め
の
経
費
を
最
小
限
に
抑
え
て
遂
行
す
べ
く
事
業
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
世
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
村
元
先
生
の
御
雄
志
の
継
承
と
存
続
の
た
め
に
と
、
当
該
記
念
行
事
遂
行
に
ご
賛
同
下
さ
る
方
々
か
ら
の
御
芳
志
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
こ
と
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新　　刊　　案　　内　
末木文美士著　『日本思想史』（岩波新書）

古代から現代にいたるまで , 日本人はそれぞれの課題に真剣に取り組み , 生き方を模索し
てきた . その軌跡と厖大な集積が日本の思想史をかたちづくっているのだ .〈王権〉と〈神仏〉
を二極とする構造と大きな流れとをつかみ , 日本思想史の見取り図を大胆に描き出す . 混
迷の今を見据え , 未来のために紡がれる , 唯一無二の通史。

単行本：262 頁　　　　　　　　ISBN-13： 978-4-00-431821-7
出版社：岩波書店　　　　　　　言語：日本語
発売日：2020 年 1 月 23 日　　  定価：本体 880 円（税別）

東方学院
創立 50 周年事業
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東
方
学
院
　
　
講
師
ご
紹
介

れ
の
な
か
で
理
解
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
自
分
で
は
思
い
つ
い
た
こ
と
も

な
い
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
イ
ン
ド
、
広

く
東
洋
で
は
興
亡
し
て
き
ま
し
た
。
異

な
る
考
え
方
を
広
く
理
解
す
る
こ
と

は
、
ひ
い
て
は
、
自
分
の
考
え
も
豊
か

に
す
る
も
の
だ
と
、
わ
た
く
し
は
確
信

し
て
已
ま
な
い
か
ら
で
す
。

　

分
か
ら
な
い
と
き
に
は
、
遠
慮
な
く

質
問
し
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
く
し
に
も

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
と
き
に
は
、
な
ぜ
分
か
ら
な

い
の
か
を
探
求
し
ま
す
。
分
か
ら
な
い

理
由
を
き
ち
ん
と
述
べ
ら
れ
た
な
ら
、

そ
れ
は
も
う
立
派
な
哲
学
・
思
想
だ
と

言
え
ま
す
の
で
。

　

自
分
の
と
は
異
な
る
考
え
を
真
剣
に

考
え
る
、
こ
れ
ほ
ど
楽
し
い
こ
と
は
滅

多
に
な
い
と
思
い
ま
す
。

北
川　

前
肇 

講
師

（
東
京
本
校
・
新
）

「
求
道
」
を
生
涯
の

　
　
　
　
　

目
標
と
し
て

　

昭
和
三
十
五

（
一
九
六
〇
）
年

三
月
、
小
学
校

卒
業
後
、
仏
門

に
入
っ
た
私

は
、
中
学
、
高
校
時
代
の
七
年
間
を

師
範
の
膝
下
に
あ
り
、
昭
和
四
十
二

（
一
九
六
七
）
年
四
月
、
立
正
大
学
仏

教
学
部
に
入
学
。「
宗
学
」
専
攻
の
立

場
か
ら
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
、
法
華
経

の
教
え
を
探
求
し
て
卒
業
論
文
を
は
じ

め
、
研
究
論
文
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。そ
の
過
程
で
選
ん
だ
研
究
方
法
は
、

宗
祖
日
蓮
聖
人
の
生
き
方
、
考
え
方
を

学
び
、
法
華
経
に
示
さ
れ
る
久
遠
の
釈

尊
に
直
参
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
つ

ま
り
、
仏
弟
子
と
な
る
た
め
の
出
家
で

す
か
ら
、「
求
道
」
が
第
一
義
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
覚
悟
し
た
次
第
で

す
。

　

す
で
に
七
十
歳
の
定
年
を
迎
え
て
い

る
今
日
、
自
坊
に
お
い
て
、
漢
訳
『
妙

法
蓮
華
経
』
の
教
え
を
拝
読
す
る
月
例

講
座
を
開
講
し
、
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
を
避
け
る
た
め

に
、
休
講
し
て
は
い
ま
す
が
、
収
束
後

は
復
活
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
月
刊
誌
『
大
法
輪
』
に
「
法
華
経
へ

の
い
ざ
な
い
」
と
い
う
題
名
の
も
と
、

令
和
二
年
七
月
号
ま
で
全
四
十
三
回
に

わ
た
り
、
法
華
経
二
十
八
品
の
教
え
に

つ
い
て
執
筆
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
、
い
つ
も
座
右
の
辞
書
と

し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
中

村
元
先
生
著
『
佛
教
語
大
辞
典
』
で
す
。

漢
語
と
し
て
の
仏
教
語
が
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
原
典
、
パ
ー
リ
語
原
典
で
は
ど

の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
適
格

に
教
え
て
も
ら
え
る
か
ら
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
深
い
ご
縁
の
も
と
、
東
方

学
院
へ
出

講
さ
せ
て

頂
く
こ
と

の
尊
さ
を
、

あ
ら
た
め

て
感
謝
し

て
い
ま
す
。

宮
元
啓
一 

講
師

（
東
京
本
校
）

自
由
と
寛
容
こ
そ
学
問
の
命

   

本
学
院
で
は
、

「
イ
ン
ド
哲
学
の

探
求
」（
金
曜
日
）

と
「
東
洋
思
想

の
探
求
」（
土
曜

日
）
の
二
つ
の
授
業
を
担
当
し
て
お
り

ま
す
。
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の

で
、
お
お
よ
そ
二
年
ご
と
に
読
む
テ
ク

ス
ト
を
替
え
て
来
ま
し
た
。
今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
の
た

め
、
授
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

来
年
度
は
、
金
曜
日
に
は
、
へ
ー
ダ

エ
ー
ト
ゥ
ッ
ラ
著
（
宮
元
訳
）『
中
世

イ
ン
ド
の
神
秘
思
想----

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・

ム
ス
リ
ム
交
流
史
』（
刀
水
書
房
）
を
、

土
曜
日
に
は
先
年
に
引
き
続
い
て
『
葉

隠
』（
上
）（
岩
波
文
庫
）
を
講
読
す
る

予
定
で
す
。

　

授
業
は
、「
正
し
い
」
哲
学
思
想
を

求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

価
値
観
に
も
と
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

の
考
え
方
を
、
哲
学
史
・
思
想
史
の
流

みやもと　けいいち

1948 年東京生まれ。1972 年東京

大学大学院人文科学研究科修士課程

修了。1997 年文学博士。

1975 年東方研究会（現・中村元東

方研究所）専任研究員。

1995 年國學院大學文学部教授（哲

学科）。現在、同大學名誉教授。

きたがわ　ぜんちょう

1947 年、福岡県生まれ。立正大学

大学院文学研究科博士課程満期退

学。文学博士。立正大学名誉教授。

現在、東京立正短期大学長。世田谷

区妙揚寺住職。著書に『日蓮教学研

究』、『法華経　永遠のいのちの教え』

など。
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菊
池
幸
惠
さ
ん

（
東
京
本
校
）

　

令
和
元
年
度
に
、
釈
悟
震
先
生
の
「
東
ア
ジ
ア
仏

教
と
文
化
へ
の
い
ざ
な
い
」
を
受
講
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
釈
先
生
は
と
て
も
お
優
し
く
、
仏
教
初

学
者
の
私
の
拙
い
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
下
さ
っ
た

り
、
突
然
の
雨
降
り
に
傘
を
お
貸
し
下
さ
っ
た
り
と
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
茨
城
の
日
立
市
か
ら

約
二
時
間
か
け
て
東
京
本
校
に
通
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
特
急
列
車
の
中
は
テ
キ
ス
ト
の
予
習
復
習
の
時

間
と
し
て
最
適
で
し
た
。
講
義
中
は
い
つ
も
和
や
か

な
雰
囲
気
で
、
仲
間
に
も
恵
ま
れ
、
本
当
に
楽
し
い

一
年
間
で
し
た
。

　

本
年
度
も
継
続
受
講
を
考
え
て
い
た
矢
先
に
、
こ

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
講
義
が
一
年

中
止
と
な
り
、
大
変
残
念
で
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は

全
世
界
で
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、
一
人
一
人
が
こ

の
不
条
理
な
世
の
中
で
、
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
、

生
の
課
題
を
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
私
は
そ
の
答
え
を
こ
れ
か
ら
中
村
先
生
の
ご

著
書
の
中
に
求
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
講
義
が
再
開
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
仏

教
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
も
の
な
の
か
、

釈
先
生
始
め
東
方
学
院
の
諸
先
生
方
と
学
び
得
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
生
方
そ
し
て
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
何
卒
ご
自
愛
下

さ
い
ま
す
よ
う
。
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

中
倉
圭
子
さ
ん

（
東
京
本
校
）

　

二
年
前
か
ら
東
京
本
校
へ
通
い
始
め

ま
し
た
。
釈
悟
震
先
生
の
講
座
を
受
講

し
て
お
り
ま
す
。
数
年
前
、
恩
師
が
釈

先
生
の
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
釈
先
生
と
の
出
逢
い
が
あ
り

ま
し
た
。
中
村
元
先
生
の
著
書
か
ら
、
東
方
学
院
へ
の

ご
縁
が
あ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
頃
の
私
は
、
自
分
が
通
う
こ
と
は
想
像
も
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
仏
教
や
文
化
を
学
ん
で
こ
な
か
っ

た
私
が
、
通
っ
て
も
い
い
の
か
、
難
し
く
な
い
の
か
、

最
初
は
迷
い
ま
し
た
。
海
外
の
方
と
お
仕
事
を
す
る
中

で
、
日
本
人
と
は
、
日
本
と
は
、
そ
こ
で
生
き
る
私
と

は
︙
。
様
々
な
問
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
好
奇
心
か

ら
、
通
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
中
村
元
先
生
の
動
画

を
拝
見
し
、
生
き
生
き
と
し
た
お
声
か
ら
、
興
味
が
湧

い
て
い
た
こ
と
も
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

釈
先
生
の
講
座
で
は
、
ブ
ッ
ダ
は
何
と
言
っ
て
い
た

の
か
。
今
、
世
界
で
は
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
自
灯

明
法
灯
明
、
慈
悲
、
寛
容
の
精
神
︙
。
ど
れ
も
実
践
す

る
難
し
さ
を
実
感
す
る
日
々
で
す
が
、
生
き
る
ヒ
ン
ト

や
勇
気
を
頂
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

休
校
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
相

手
を
想
う
関
わ
り
、
人
の
い
た
み
を
想
像
し
て
ふ
る
ま

え
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
中
村
元
先
生

の
名
著
「
日

本
人
の
思
惟
方

法
」
を
テ
キ
ス

ト
と
し
て
学
べ

る
日
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま

す
。

柳
原
忠
人
さ
ん

（
中
部
校
）

　

服
部
育
郎
先
生
の
講
義
に
期
待
し
て
い
ま
す

　

本
年
度
の

服
部
先
生
の

講
義
は
、『
ス

ッ
タ
ニ
パ
ー

タ
』
を
テ
キ

ス
ト
と
し
て
、

初
期
仏
教
の

基
本
思
想
を
読
み
解
く
内
容
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私

は
大
い
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
申
し
ま

す
の
も
、
私
は
公
務
員
を
定
年
退
職
を
機
に
、
仏
教
思

想
に
興
味
を
持
ち
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
京
都

市
内
の
大
学
の
仏
教
学
部
の
三
回
生
に
編
入
学
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
同
大
学
の
修
士
課
程
を
経
て
、
博
士
後

期
課
程
に
籍
を
置
き
、
原
始
仏
教
の
研
究
に
当
た
っ
て

お
り
ま
す
と
こ
ろ
、
服
部
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

数
多
く
の
初
期
仏
教
経
典
の
翻
訳
に
当
た
ら
れ
る
な

ど
、
誠
に
卓
越
し
た
学
識
・
見
識
を
有
し
て
お
ら
れ
ま

す
こ
と
か
ら
、
同
講
義
を
通
じ
て
私
の
研
究
に
関
し
て

ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
見
解
も
教
授
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
本
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を
踏
ま
え
、
全
て

の
講
義
は
休
講
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。『
ス
ッ
タ

ニ
パ
ー
タ
』
は
、
現
存
す
る
初
期
仏
教
経
典
の
中
で

も
、
古
層
の
文
献
資
料
で
、
特
に
そ
の
第
四
章
及
び
第

五
章
は
︐
ブ
ッ
ダ
が
生
存
な
い
し
そ
の
直
後
の
時
代
の

最
古
層
の
思
想
を
伝
え
る
資
料
で
あ
り
、
服
部
先
生
の

来
年
度
の
講
義
に
お
い
て
は
、
仏
教
の
根
本
思
想
に
加

え
、
ブ
ッ
ダ
は
実
際
に
は
何
を
説
い
た
の
か
と
い
う
基

本
的
立
場
に
つ
い
て
も
教
授
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

　

二
年
前
か
ら
東
京
本
校
へ
通
い
始
め

ま
し
た
。
釈
悟
震
先
生
の
講
座
を
受
講

し
て
お
り
ま
す
。
数
年
前
、
恩
師
が
釈

先
生
の
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が
き
っ

研究会員の声
東方学院

中村元訳『スッタニパータ』

2019 年 1 月、
友人たちと京都御苑にて。



無断転載・複製を禁ず 編集・発行　公益財団法人中村元東方研究所

東方だより　令和２年度前期号（通号第 36号） 令和 2年 10月９日発行

7

 　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
員
の
声

服
部
育
郎 

専
任
研
究
員

　
「
慈
し
み
の
心
」
執
筆
の

　
　
　
　
　

ご
縁
を
い
た
だ
い
て

　

中
村
元
博
士
の
故
郷
、
島
根
県
の
新

聞
「
山
陰
中
央
新
報
」
に
毎
日
掲
載
さ

れ
る
一
面
コ
ラ
ム
「
中
村
元
、
慈
し
み

の
心
」（
中
村
元
記
念
館
協
力
）
を
書

か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
前
田
専
學

博
士
の
第
一
回
か
ら
諸
先
生
が
執
筆
さ

れ
、
私
が
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
の
が
お

よ
そ
二
年
前
で
あ
っ
た
。

　
「
慈
し
み
の
心
」
は
「
慈
悲
」
と
も

い
え
、
中
村
先
生
が
最
も
重
視
さ
れ
た

教
え
の
一
つ
で
あ
る
。『
慈
悲
』（
講
談

社
学
術
文
庫
）
と
い
う
御
著
書
も
あ

る
。
新
聞
で
は
、
慈
悲
に
関
す
る
イ
ン

ド
の
文
献
や
仏
典
な
ど
か
ら
引
用
し
、

簡
単
な
解
説
を
加
え
て
い
る
。
引
用
文

の
選
定
は
悩
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

中
村
先
生
の
数
多
く
の
著
書
か
ら
、
慈

悲
に
関
し
て
（
直
接
的
、
間
接
的
に
）

た
び
た
び
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
一

つ
の
基
準
に

し
た
。
ま
た
、

先
生
自
身
が

語
ら
れ
て
い

る
言
葉
も
紹

介
し
て
い
る
。「
苦
難
多
き
こ
の
世
に

あ
っ
て
人
々
が
明
る
く
楽
し
く
生
き
て

ゆ
く
た
め
に
は
、
他
人
に
対
す
る
暖
か

な
思
い
や
り
と
心
か
ら
の
同
情
心
を
も

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
は
、『
慈
悲
』

の
「
は
し
が
き
」
に
出
る
言
葉
で
あ
る
。

　

経
典
に
は
「
私
は
、
他
人
の
苦
し
み

を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ん

と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
苦
し
み
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
私
自
身
の
苦

し
み
を
な
く
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
と
同

様
で
あ
る
」（『
入
菩
提
行
論
』）
と
あ

る
。
つ
ら
く
苦
し
い
時
で
も
、
暖
か
い

共
感
が
あ
る
な
ら
、
心
は
ゆ
た
か
で
あ

る
。「
慈
し
み
の
心
」
こ
そ
は
、
苦
難

を
乗
り
越
え
、
生
き
る
指
標
と
し
て
も

重
要
で
は
な
い
か
。
執
筆
の
過
程
で
私

自
身
も
多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
中
村
元
東
方

研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
（http://

w
w

w
.toho.

or.jp
/p

rs.
php?pg=2

）

に
、
第
一
回

か
ら
掲
載
さ

れ
て
い
る
か

ら
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

山
崎
一
穂 

専
任
研
究
員

　

仏
教
説
話
文
学
の

		


理
解
に
向
け
て

　

私
の
専
門

は
イ
ン
ド
古

典
文
学
で
、

サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
で
書

か
れ
た
仏
教
説
話
を
対
象
と
し
た
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
と
彼
の
弟

子
達
の
説
話
は
、仏
典
の
三
蔵
の
う
ち
、

主
に
経
蔵
と
律
蔵
に
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
と
は
別
に
独
立
し
て
書
か

れ
た
説
話
も
あ
り
ま
す
。
西
暦
二
世
紀

頃
に
は
、
仏
典
の
説
話
を
文
法
や
修
辞

な
ど
に
関
す
る
様
々
な
規
則
に
従
っ
た

洗
練
さ
れ
た
文
体
で
歌
い
上
げ
た
作
品

が
現
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
総
称
し
て
仏

教
芸
術
文
学
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
私
は

大
学
院
在
学
時
ま
で
、
仏
典
の
説
話
と

仏
教
芸
術
文
学
作
品
に
見
ら
れ
る
そ
の

並
行
話
と
の
伝
本
比
較
を
中
心
と
し
た

研
究
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、近
年
は
、

仏
教
芸
術
文
学
で
使
わ
れ
る
語
彙
や
文

体
な
ど
に
注
目
し
、
個
々
の
著
作
家
が

作
品
を
書
く
に
至
っ
た
文
学
史
的
背
景

を
探
る
こ
と
を
試
み
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
で
、
二
〇
一
八
年
六
月
よ
り
一

年
間
、
公
益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会

日
本
人
奨
学
生
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
マ

ク
マ
ス
タ
ー
大
学
に
て
シ
ェ
ー
ン
・
ク

ラ
ー
ク
教
授
の
指
導
の
も
と
、
律
蔵
の

説
話
と
そ
れ
に
取
材
し
た
仏
教
芸
術
文

学
の
説
話
を
研
究
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。「
律
蔵
」
と
聞
く
と
、
規
則

を
書
き
連
ね
た
だ
け
の
文
献
を
連
想
し

が
ち
で
す
が
、
律
蔵
に
は
戒
律
が
制
定

さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
を

物
語
る
説
話
が
詳
細
に
生
き
生
き
と
描

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
説
話
は
歴

史
資
料
に
乏
し
い
古
代
イ
ン
ド
の
文
化

史
・
社
会
制
度
史
を
知
る
上
で
の
第
一

級
資
料
と
言
え
ま
す
。ま
た
そ
こ
に
は
、

基
本
的
な
教
義
や
教
団
を
維
持
し
な
が

ら
も
、
伝
統
的
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
社
会

と
の
共
存
を
模

索
し
て
い
た
、

現
代
に
も
通
じ

る
、
古
代
イ
ン

ド
の
仏
教
徒
の

姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

はっとり　いくろう

昭和 36 年三重県生まれ。駒澤大学大
学院人文科学研究科博士過程満期退
学。プネー大学大学院留学。Ph.D.（プ
ネー大学）。現在、東方学院講師、愛
知学院大学非常勤講師など。主な著書
に『テーラガーター　真の心の安らぎ
とは何なのか』（NHK 出版）、『インド
仏教人物列伝』（大法輪閣）など。

やまさき　かずほ

1982 年生まれ。
広島大学大学院博士課程後期修了
( 文学博士 )。2016 年より本研究
所専任研究員。インド仏教説話研
究に従事。広島大学、尾道市立大
学等非常勤講師
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い
る
こ
と
、
及

び
公
益
財
団
法

人
仏
教
伝
道
協

会
が
推
進
す
る

英
訳
大
蔵
経
の

編
集
委
員
と
し

て
１
９
９
４
年
よ
り
現
在
ま
で
努
め
る

な
ど
、
国
際
交
流
推
進
に
も
多
大
な
貢

献
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
授
賞
で

す
。著

者
に
よ
る
学
位
請
求
論
文
。
金
剛

般
若
経
の
成
立
か
ら
発
展
の
流
れ
を
考

察
し
、『
般
若
経
』
発
展
史
の
中
で
の

本
書
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

筆
者
が
研
究
の
当
初
よ
り
着
実
に
研

究
積
み
重
ね
た
『
金
剛
般
若
経
』
の
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
資
料
を
収
集
し
た

も
の
。
資
料
編
と
し
て
今
後
の
研
究
に

貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

法
人
理
事
長
・
東
方
学
院
長
の
前
田

專
學
博
士
が
、
公
益
財
団
法
人
仏
教
伝

道
協
会
か
ら
、
由
緒
あ
る
第
54
回
仏
教

伝
道
文
化
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
印
度

哲
学
の
世
界
的
権
威
で
あ
り
、
中
村
元

博
士
の
後
継
者
と
し
て
東
京
大
学
で
教

鞭
を
執
り
、
東
方
研
究
会
（
現
公
益
財

団
法
人
中
村
元
東
方
研
究
所
）、
日
本

印
度
学
仏
教
学
会
理
事
長
と
し
て
、
学

会
の
発
展
・
人
材
育
成
に
寄
与
し
た
功

績
を
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。

仏
教
伝
道
文
化
賞
と
は
、「
国
内
外

を
問
わ
ず
、
仏
教
関
連
の
研
究
や
論

文
、

美

術
や
音

楽
、

仏

教
精
神

を
基
に

各種

報告
 

令
和
２
年
7
月
29
日
︵
水
︶
発
表

前
田
專
學
理
事
長
︑

﹁
第
54
回
仏
教
伝
道

　
　
　
　

文
化
賞
﹂
受
賞

活
動
す
る
実
践
者
な
ど
、
幅
広
い
分
野

で
仏
教
精
神
と
仏
教
文
化
の
振
興
と
発

展
に
貢
献
し
た
人
物
や
団
体
」
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
は
２
０
２
０
年
10
月
８
日
午

前
11
時
よ
り
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

（
東
京
都
港
区
）「
和
」
の
間
に
て
祝
賀

の
賞
賛
と
と
も
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新　　刊　　案　　内　
田中公明著　『両界曼荼羅の源流』
胎蔵・金剛界の両界曼荼羅の成立過程をインドに遡って解明。あわせてインドの後期密
教や日本で独自に発達した浄土や神道系の曼荼羅も紹介した、格好の曼荼羅の入門書。
2004 年の『両界曼荼羅の誕生』を最新の画像と研究成果を反映させ大幅リニューアル。

単行本：320 頁　　　　　　　　　　   ISBN-13： 978-4-393-11259-5
出版社：春秋社　  　　　　　　　　　 言語：日本語
定価：本体 3,000 円（税別）　　　　　発売日：2020 年 3 月 20 日

 

令
和
２
年
９
月
１
日
︵
火
︶
発
表

第
30
回
中
村
元
東
方
学
術

賞
﹂
お
よ
び
﹁
第
６
回
中

村
元
東
方
学
術
奨
励
賞
﹂

　
　
　
　
　

授
賞
者
決
定

渡邊章悟 東洋大学教授

　

２
０
２
０
年
度
の
顕
彰
事
業
、「
第

30
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
」
及
び
、
若

手
研
究
者
に
贈
ら
れ
る
「
第
６
回
中
村

元
東
方
学
術
奨
励
賞
」
の
授
賞
者
が
、

選
考
委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
決
定
し
ま
し
た
。

第
30
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
は
、
渡
邊

章
悟
氏
（
東
洋
大
学
教
授
）
が
授
賞
。

同
氏
は
『
般
若
経
』
研
究
の
第
一
人
者

で
、
40
年
に
わ
た
る
『
金
剛
般
若
経
』

研
究
の
成
果
『
金
剛
般
若
経
の
梵
語
資

料
集
成
』、『
金
剛
般
若
経
研
究
』
を
は

じ
め
、
広
く
大
乗
経
典
の
成
立
展
開
に

関
す
る
新
た
な
研
究
成
果
を
公
刊
し
て

『金剛般若経の
研究』
山喜房佛書林 
(2009)

『金剛般若経の
梵語資料集成』
山喜房佛書林 
(2009)
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賞
。
同
書
は
、
出
羽
国
酒
田
常
福
寺
に

お
い
て
起
き
た
公
巌
の
異
安
心
事
件
を

綿
密
に
調
査
す
る
こ
と
で
、
幕
藩
権
力

と
仏
教
教
団
の
教
説
が
相
互
に
関
与
し

合
っ
て
い
る
具
体
的
な
姿
を
示
し
た
こ

と
が
、
従
来
の
「
近
世
仏
教
堕
落
論
」

が
前
提
と
し
て
い
た
よ
う
な
、
幕
藩
権

力
に
よ
る
一
方
的
な
仏
教
統
制
と
い
う

枠
組
み
を
覆
す
重
要
な
貢
献
と
認
め
ら

れ
、
若
干
の
課
題
を
残
し
つ
つ
も
若
手

研
究
者
と
し
て

の
将
来
性
を
期

待
し
て
、
授
賞

が
決
定
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
例
年
イ
ン
ド
大
使
館
で
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
両
賞
の
授
賞
式
お

よ
び
祝
賀
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

現
存
最
古
の
漢
訳
『
般
若
心
経
』
と

さ
れ
る
羅
什
訳
「
大
明
呪
経
」
が
偽
作

で
あ
る
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な

研
究
を
含
め
、『
般
若
心
経
』
の
成
立

を
拡
大
般
若
経
の
中
か
ら
新
た
に
位
置

付
け
た
論
文
を
は
じ
め
と
す
る
、
般
若

心
経
に
関
す
る
論
文
を
平
易
に
ま
と
め

た
書
物
で
あ
る
。

本
書
は
、
著
者
の
最
近
著
。「
空
と

智
慧
の
経
典
︱
般
若
経
典
群
︱
は
何
を

説
く
の
か
？
悟
り
に
至
る
完
全
な
智
慧

（
般
若
）
と
は
？
「
般
若
」
の
名
を
有

す
る
多
く
の
経
典
は
、
ど
の
よ
う
に
生

ま
れ
、
発
展
し
、
受
容
さ
れ
た
の
か
。

大
乗
仏
教
の
始
ま
り
と
共
に
誕
生
し
幅

広
く
展
開
さ
れ
た
般
若
経
に
つ
い
て
扱

っ
た
画
期
的
な
解
説
書
で
あ
る
。

　

ま
た
、
若
手
研
究
者
を
対
象
と
し

た
、
第
６
回
中
村
元
東
方
学
術
奨
励
賞

は
、芹
口
真
結
子
氏
（
岐
阜
大
学
助
教
）

の
『
近
世
仏
教
の
教
説
と
教
化
』
が
授

す
。
こ
の
寄
付
金
控
除
に
は
、
①
「
所

得
税
控
除
」
ま
た
は
②
「
税
額
控
除
」

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
従
来
、
弊
法
人

で
は
、
①
「
所
得
税
控
除
」
の
み
の
対

象
で
し
た
が
、
２
０
２
０
年
３
月
27
日

付
で
②
「
税
額
控
除
」
の
対
象
法
人
と

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
①
か
②
ど

ち
ら
か
有
利
な
方
で
ご
申
請
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
①
、
②
と
も
寄
付
金
合
計

の
上
限
は
、
所
得
額
の
40
％
で
す
。

①
「
所
得
控
除
」

　

寄
付
金
合
計-

２
０
０
０
円

 = 

寄
付
金
控
除
額

※ 

所
得
税
率
は
課
税
所
得
に
よ
り
異
な

り
ま
す

②
「
税
額
控
除
」

　
（
寄
付
金
合
計-

２
０
０
０
円
）

×
40
％
＝
税
額
控
除
額

※ 

税
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
付
額
は
、

所
得
税
額
の
25
％
が
上
限
で
す
。

◎
多
く
の
場
合
、「
税
額
控
除
」
を
選

択
さ
れ
る
と
所
得
税
額
が
少
な
く
な
り

有
利
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
所
得
税
率

の
高
い
方
は
、「
所
得
控
除
」
を
選
ば

れ
る
と
還
付
額
が
大
き
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
に
は
最
寄

り
の
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２
０
２
０
年
度
か
ら
寄
付
金

に
関
す
る
﹁
税
額
控
除
﹂
対

象
法
人
認
定

新　　刊　　案　　内　
田中公明 著　『敦煌出土 忿怒五十八尊儀軌 [ 日英版 ]』
敦煌出土のチベット語密教文献についての研究書。最近の敦煌学・チベット仏教研究は、日
本では停滞しているため、日英二カ国語版として、海外の研究者も参照できるようにしたも
の。

単行本：112 頁　　　　　　　　　　   ISBN-13： 978-4-902119-32-9
出版社：渡辺出版  　　　　　　　　　 言語：日本語 / 英語
定価：本体 3,000 円（税別）　　　　　発売日：2020 年 6 月 27 日

『般若心経―テ
ク ス ト・ 思 想・
文化』
大法輪閣

（2009）

『般若経の思想』 
春秋社 
(2019)

　

公
益
法
人
へ
の
ご
寄
付
に
関
し
、
個

人
の
ご
寄
付
者
の
皆
様
は
、
確
定
申
告

に
よ
り
寄
付
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
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当
法
人
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
完
成
拡
大
防
止
の
た
め
、
三
密
つ
ま

り
「
密
集
」、「
密
閉
」、「
密
接
」
の
可
能
性
の
あ
る
２
０
２
０
年
の
諸
行
事
を

す
べ
て
中
止
い
た
し
ま
し
た
。
当
該
の
経
緯
に
つ
き
左
記
の
と
お
り
報
告
い
た

し
ま
す
。

【
略
号
：
◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
係
、
●
法
人
関
係
】

◇�

２
０
２
０
年
１
月
30
日　

世
界
保
健
機
関
（W

H
O

）
が
「
国
際
的
に
懸
念

さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
（PH

EIC: Public H
ealth Em

ergency 
of International Concern

）」
と
発
表

◇�

２
０
２
０
年
１
月
30
日　

第
１
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

会
開
催
（
本
部
長 

内
閣
総
理
大
臣
）

◇�

２
０
２
０
年
２
月
１
日 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
感
染
症
法
上
の

指
定
感
染
症
、
検
疫
法
上
の
検
疫
感
染
症
に
指
定

◇�

２
０
２
０
年
２
月
16
日　

第
１
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門

家
会
議
開
催

●
２
０
２
０
年
２
月
10
日　

第
16
回
理
事
会
開
催

●�

２
０
２
０
年
２
月
16
日　

理
事
長
判
断
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
急
遽
、
新
春
研
究
発
表
会
（
２
０
２
０
年
２
月
17
日

開
催
予
定
）
開
催
延
期
と
決
定

●
２
０
２
０
年
２
月
27
日　

第
16
回
評
議
員
会
開
催

●�

２
０
２
０
年
３
月
27
日　

内
閣
府
よ
り
「
税
額
控
除
対
象
法
人
認
定
書
」
が

発
行
さ
れ
る

◇
２
０
２
０
年
３
月
11
日　

W
H

O

が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言

●�

２
０
２
０
年
３
月
20
日　

東
方
学
院
東
方
本
校
で
開
催
す
る
講
義
は
４
月
一

杯
休
講
、
５
月
11
日
よ
り
開
催
と
す
る
旨
、
東
方
学
院
講
師
及
び
、
受
講
申

込
み
の
全
研
究
会
員
全
員
に
連
絡

◇�

２
０
２
０
年
３
月
28
日　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対

処
方
針
発
表

●�

２
０
２
０
年
４
月
５
日　
「
緊
急
事
態
宣
言
の
瀬
戸
際
」
の
状
況
で
あ
る
と

の
国
お
よ
び
東
京
都
の
発
表
を
踏
ま
え
、「
２
０
２
０
年
４
月
７
日
か
ら
４

月
19
日
」
ま
で
、
法
人
事
務
局
の
事
務
職
員
出
勤
に
よ
る
事
務
遂
行
休
止

●�

２
０
２
０
年
４
月
１
日　

２
０
２
０
年
度
法
恩
寺
仏
教
文
化
講
演
会
（
５
月

22
日
開
催
予
定
）
本
年
度
開
催
次
年
度
へ
延
期

◇�

２
０
２
０
年
４
月
７
日　

東
京
、
埼
玉
、
神
奈
川
、
千
葉
、
大
阪
、
兵
庫
、

福
岡
に
お
い
て
緊
急
事
態
宣
言
発
令
（
特
措
法
32
条
）（
２
０
２
０
年
４
月

７
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
）

●
２
０
２
０
年
４
月
７
日　

事
務
室
閉
室
期
間
を
５
月
６
日
ま
で
延
長

●�

２
０
２
０
年
４
月
９
日　

第
１
回
運
営
委
員
会（
遠
隔
会
議
）に
て
、理
事
会
・

評
議
員
会
・
学
術
賞
選
考
委
員
会
の
書
面
に
よ
る
開
催
に
つ
き
検
討
。
講
師

懇
談
会
の
中
止
を
決
定

◇�

２
０
２
０
年
４
月
16
日　

緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
を
全
国
に
拡
大
（
区
域
変

更
）

●�

２
０
２
０
年
４
月
30
日　

東
方
学
院
休
講
期
間
及
び
事
務
室
閉
室
期
間
を
５

月
末
日
ま
で
延
長
。

◇�

２
０
２
０
年
５
月
３
日　

緊
急
事
態
宣
言
（
対
象
地
域
を
全
都
道
府
県
）
５

月
31
日
ま
で
延
長

●�

２
０
２
０
年
５
月
７
日　

第
２
回
運
営
委
員
会
（
遠
隔
会
議
）
に
て
、

２
０
２
０
年
度
の
法
人
の
諸
行
事
（
各
種
講
演
会
、
研
究
員
総
会
等
）
お
よ

び
２
０
２
０
年
度
東
方
学
院
講
義
の
全
面
休
講
及
び
受
講
料
・
事
務
手
数
料

の
全
額
返
金
を
決
定
。
及
び
理
事
会
・
評
議
員
会
・
学
術
賞
選
考
委
員
会
の

書
面
に
よ
る
開
催
を
決
定
。
ま
た
、
国
内
外
の
状
況
を
踏
ま
え
、
助
成
事
業

の
追
加
募
集
中
止
を
決
定

●�

２
０
２
０
年
５
月
12
日　

２
０
２
０
年
度
東
方
学
院
講
義
の
全
面
休
講
を
関

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め

　
　
　
　

法
人
の
２
０
２
０
年
度
の
諸
行
事
中
止
及
び
施
行
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係
各
位
に
連
絡

◇
２
０
２
０
年
５
月
25
日　

全
国
緊
急
事
態
宣
言
解
除

● 
２
０
２
０
年
５
月
25
日　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
事
務
室
開
室
を
週
２

日
、
最
小
人
数
に
限
定

● 

２
０
２
０
年
５
月
29
日　

第
17
回
理
事
会
、
一
般
法
人
法
第
96
条
の
規
定
に

従
っ
て
書
面
に
よ
る
開
催

◇ 

２
０
２
０
年
６
月
２
日　

東
京
都
の
感
染
者
が
新
た
に
34
人
発
生
。
東
京
ア

ラ
ー
ト
を
発
動

● 

２
０
２
０
年
６
月
２
日　

第
30
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
選
考
委
員
会
、
書
面

に
よ
る
開
催

● 

２
０
２
０
年
６
月
４
日　

第
３
回
運
営
委
員
会
（
遠
隔
会
議
）
に
て
、
非
常

事
態
宣
言
解
除
後
の
弊
法
人
の
運
営
方
針
の
文
言
を
確
定
し
法
人
内
外
に
公

示
を
決
定

● 

２
０
２
０
年
６
月
18
日　

第
17
回
評
議
員
会
、
一
般
法
人
法
第
96
条
の
規
定

に
従
っ
て
書
面
に
よ
る
開
催

● 

２
０
２
０
年
７
月
２
日　

第
４
回
運
営
委
員
会
（
遠
隔
会
議
）
に
て
、

２
０
２
０
年
10
月
９
日
開
催
予
定
の
中
村
元
東
方
学
術
賞
授
賞
式
に
つ
き
、

招
待
客
を
招
い
て
の
式
典
及
び
祝
賀
会
中
止
と
決
定

● 

２
０
２
０
年
７
月
６
日　

２
０
２
０
年
度
東
方
学
院
全
講
義
休
講
に
伴
い
、

係
わ
る
研
究
会
員
に
受
講
料
全
額
返
却
完
了

●
２
０
２
０
年
７
月
10
日　

法
人
登
記
簿
更
新
完
了

◇ 

２
０
２
０
年
８
月
12
日　

世
界
のCO

VID
-19

感
染
者
数
が
２
０
０
０
万
人

を
超
え
る

● 

２
０
２
０
年
８
月
20
日　

第
30
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
並
び
に
第
６
回
中
村

元
東
方
学
術
奨
励
賞
授
与
式
式
典
の
開
催
中
止
を
決
定

◇ 

２
０
２
０
年
９
月
3
日　

国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
７
万
人
を
超
え
る

● 

２
０
２
０
年
10
月
9
日　

第
30
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
並
び
に
第
６
回
中
村

元
東
方
学
術
奨
励
賞
を
書
面
・
郵
送
に
て
授
与

　

東
方
学
院
全
休
講
に
つ
い
て
の
研
究
会
員
か
ら
の
お
言
葉

予
期
せ
ぬ
災
害
の
事
態
に
よ

り
本
年
度
休
校
を
ご
決
定
さ

れ
た
こ
と
ご
無
念
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
の
時
こ
そ
全

人
類
に
と
っ
て
中
村
元
先
生

の
真
理
探
究
が
求
め
ら
れ
る

と
痛
感
い
た
し
ま
す
。︵
Ａ
氏
︶

コ
ロ
ナ
対
応
お
疲
れ
様
で
す
。
来
年
度
の
開
講
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
自
学
自
習
の
機

会
と
い
た
し
ま
す
。
︵
Ｔ
氏
︶

全
休
講
大
変
残
念
で
す
。
状

況
的
に
休
講
は
理
解
し
て
お

り
ま
す
。
来
年
は
開
催
で
あ

れ
ば
必
ず
受
講
し
た
い
で
す
。

︵
Ｈ
氏
︶

休
講
は
大
変
残
念
で
す
が
、

長
い
人
生
の
た
っ
た
一
年
間
、

自
宅
で
読
書
勉
強
し
、
来
年

に
備
え
ま
す
。︵
Ｈ
氏
︶

コ
ロ
ナ
禍
は
長
丁
場
に
な
り

そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
仏
の
教
え

は
大
切
で
す
。
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
し
た
が
や
む
を
え

ま
せ
ん
。︵
Ｋ
氏
︶

残
念
で
す
が
こ
の
よ

う
な
状
況
で
は
や
む

を
え
ま
せ
ん
。
一
年

間
独
学
の
機
会
を
も

ら
っ
た
と
解
釈
し
、

来
年
４
月
受
講
準
備

に
備
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。︵
Ｎ
氏
︶

高
度
な
判
断
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
来
年
四
月
の
登

院
を
楽
し
み
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。︵
Ｏ
氏
︶

本
当
に
残
念
で
す
が

英
断
だ
と
思
い
ま
す
。

人
間
国
宝
の
よ
う
な

先
生
方
に
何
か
あ
っ

て
は
大
変
で
す
。︵
Ｏ

氏
︶

残
念
で
す
が
、
不
安
に
思
い

な
が
ら
通
う
の
も
ど
う
か
と

思
い
ま
す
の
で
適
切
な
判
断

と
思
い
ま
す
。︵
Ｔ
氏
︶

講
座
の
内
容
に
よ
る
と
思

い
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
講
座
等
も
ご
検
討
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
甚
で

す
。︵
Ｉ
氏
︶

今
後
の
状
況
に
応
じ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
︵
短
期
で

も
可
︶
を
実
施
い
た
だ
け

れ
ば
都
内
在
住
者
が
関
西

の
授
業
を
受
講
す
る
な
ど

新
し
い
可
能
性
も
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
︵
Ｕ
氏
︶

オ
ン
ラ
イ
ン
は
欠
点

が
多
く
、
対
面
授
業

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

来
年
度
の
開
講
に
お

い
て
も
、
ア
ク
リ
ル

板
を
立
て
る
、
扉
を

開
放
す
る
な
ど
の
工

夫
で
対
面
の
開
講
を

希
望
し
ま
す
。︵
Ｏ
氏
︶

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
あ
る
い

は
ビ
デ
オ
講
義
が
あ
れ

ば
、
事
態
が
平
常
化
さ
れ

た
場
合
で
も
利
用
し
や
す

い
と
思
い
ま
す
。
ご
検
討

願
い
ま
す
。︵
Ｙ
氏
︶

私
に
は
良
医
の
よ
う
な
存
在
の
東
方
学
院
様

一
日
で
も
早
く
東
方
学
院
の
御
講
義
が
再
開
さ
れ
ま

す
事
を
御
祈
念
い
た
し
ま
す
。
︵
Ｉ
氏
︶



　当研究所の活動にご賛同下さる皆様へお願い

公益財団法人中村元東方研究所は、創立者中村元の理想を実現するため活動する非営利の文化事業財団であり、
その運営はご理解ご協力いただける皆様からのご寄付により成り立っています。当研究所では各種会員を設定し
て、活動趣旨にご賛同いただける皆さまの積極的なご支援をお願いしております。 
(1) 一般寄付　

一般寄付は会費と異なり、金額や期限等を設定せずに、随時受け付けさせていただいております。お寄せいた
だいた寄付金は、当法人が 取り組んでいるさまざまな活動に広く活用させていただきます。

(2) 継続ご支援（維持会員・賛助会員）
当法人の活動に賛同し、継続的に支援してくださる会員も随時募集しています。
・維持会費：一口　年　50,000 円
・賛助会費：一口　年　10,000 円
※上記いずれかをお選びいただき、出来れば複数口でご支援賜れば幸いです。

(3) 普通会員：年会費　7,000 円
普通会員にも、維持・賛助両会員と同じく、定期刊行物『東方』の他、催し物、会合等のご案内をお送りいた
しますが、年会費に税の優遇措置は適用されません。

【所得税の免税について】

当法人は内閣府の認定を受けた「公益財団法人」であり、さらに、令和 2 年 3 月 27 日に「税額控除」対象法人の要件

を満たす証明書を内閣府より受けましたので、上記（１）（２）の一般ご寄付及び維持会賛助会の会費は、税制上の優遇

措置を受けられます。①「所得控除」②「税額控除」のいずれか減税効果の高い方を選択できます。

多くの場合、「税額控除」を選択されると所得税額が少なくなり有利となります。一方、所得税率の高い方は、「所得控除」

を選ばれると還付額が大きくなる場合もあります。確定申告の際には最寄りの税務署にご相談ください。

事 務 局 通 信

　　東方だより　令和２年度 前期号　（通号第 36 号）             令和２年 10 月 9 日発行
　　　　　【編集 / 発行】公益財団法人中村元東方研究所　本部事務局（東京）　　　編集責任者：釈悟震
　　　　　〒 101-0021　東京都千代田区外神田 2-17-2 延寿お茶の水ビル 4 階　  TEL : 03-3251-4081　FAX : 03-3251-4082

公式ホームページのご案内
　東方研究所及び東方学院の公式ホームページでは、さまざまな情報が随時更新されております。是非ご覧下さい。

　　　ホームページ URL : http://www.toho.or.jp

▶当研究所の目的・理念・あゆみ
▶中村元博士の略歴・著作文献目録
▶東方学院（開講科目、講師紹介、著書紹介）
▶専任研究員紹介、書籍案内
▶公開講座、イベントのお知らせや開催レポートなど　

中村元東方研究所 検索検索

【編集部より】　東方だよりは、読者の皆様からのご意見・ご要望をいただき、よりよい誌面にしていく所
存です。また、ご寄稿もお待ち申し上げております。尚、ご連絡は手紙（宛名面に「東方だより編集部宛」
とご記入願います）にて承っております。

東方学院専用ホームページ URL : 
https://www.toho-gakuin.org

（スマートフォン対応）

東方学院 検索検索

▶東方学院の開講科目や講師の紹介、開講日などをご案内して
おります。

令和 2 年 10 月 9 日発行東方だより　令和 2 年度前期号（通号第 36 号）

無断転載・複製を禁ず 編集・発行　公益財団法人中村元東方研究所
12


